










































































3.研究成果概要

(1)新生児・乳児及び母親の健康状況の調査に必要なチェックリストを作成し、それに基

づいた対象児の調査〔在胎週数,出生時体重等)を行った。

(2)20 名のボランティアより提供された、胎盤組織、臍帯血、母乳について、ダイオキシ

ン類の分析を行った。

胎盤のダイオキシン類濃度は胎盤 1g あたり 0.44±0.15pgTEQ(pgTEQ/g whole)あるいは脂

肪 1g あたり 38.8±14.4pgTEQ(pgTEQ/fat)であった。

母乳中のダイオキシン類濃度は母乳 1g あたり 0.46±O.21pgTEQ(pgTEQ/g whole)あるいは

脂肪 1g あたり 19±5.9pgTEQ(pgTEQ/fat)であった。

また、臍帯血中のダイオキシン類濃度は臍帯血 1g あたり 0.0092±0.0074pgTEQ(pgTEQ/g

wole)であった。臍帯血中のダイキシン濃度は低いことが明らかとなった。

(3)胎盤組織、臍帯血、母乳中のダイオキシン類濃度は相互に関連していることが明らか

となった。TEQ でみた相関係数は母乳と胎盤中ダイオキシン類濃度(胎盤 1g あたり

TEQ)r=0.71 臍帯血と胎盤中ダイオキシン類濃度(母乳 1g あたり TEQ)r=0.76 臍帯血と母乳

中ダイオキシン類濃度(臍帯血 1g あたり TEQ)r=0.43 であり、特に臍帯血と胎盤類濃度に

相関がみられた。


